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括槽曲地帯の活断層

吉岡敏和(地質部)
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第1図

長岡市周辺の接峰面図および地質構造(等高

線は2㎞方眼による.間隔は50m)

1.はじめに

関越道を北へ向けて走ると小千谷インタｰを過ぎた

あたりから平野がひらけのどかな水田地帯がひろが

る1ここ新潟県長岡市周辺は越後平野の南端で天下

の米どころ･酒どころであると同時に全国有数の石油

･天然ガスの産地でもある｡特に平野西側のカマボコ

形をした丘陵にはいくつものガス井がみられる･実は

このカマボコ形の丘陵が活摺曲によって変形した段丘面

である1

活摺曲の概念が提唱されたのは1940年代の前半のこと

である.地質構造にみられる摺曲が現在もしくは極め

て新しい地質時代まで継続して成長しているという活摺

曲はその後の調査研究によって東北日本の各所でその

存在が確認されてきた･また段丘面の編年やたび

かさたる水準測量などから活摺曲の変形速度だとも求

められつつある.全国でも有数の活榴的地帯であるこ

の地域においてもOTA(1969)飯川･鈴木(1976)早

津･新井(1982)たどによって研究がだされている.

2.活構造の概要

この長岡市周辺はミズホ･フォッサマグナ摺曲帯の北

部にあたり北北東一南南西方向の摺曲構造が発達す

る.平野の西側には波長が1-2㎞と比較的短波長

の摺曲が雁行して発達し東側には東山背斜という大観

模な背斜構造が存在する･平野周辺の摺曲構造は段丘

をも変形させておりいわゆる活摺曲である.また

この地域には活摺曲だげでたく段丘を変位させる活断

層も確認されている.これらの活断層は平野の東西に

発達し東側には悠久山断層西側には鳥越断層親沢

断層片貝断層群だとが分布する.これらの断層に共
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通た特徴はまずそれぞれの断層の長さが悠久山断層を

除くと1-2㎞と非常に短いということである｡ま

た一般に平野縁辺の活断層は山地を隆起させ平野を沈

める方向に運動するがここにあげた各断層は山地側が

沈降する方向の変位をもつ.つまりここでは山麓の

活断層が繰り返し活動して山が高くだり平野が低くた

るという図式は成り立たたい.しかしそれぞれの断

層は不活発なわけではたく親沢断層では平均変位速度

からB級の活動度が推定され地震予知の観点からも見

逃せたい存在である.

3.各断層の形態

以上のようだ共通点をもつこの地域の断層ではあるが

以下にそれぞれの活断層の形態について主に露頭の観

察による調査の結果をまとめておく.

親沢断層

長岡市南西の丘陵の東斜面を北北東一南南西方向に走

る全長約1.5㎞の断層である(吉岡･加藤1987).

地形の傾斜とは逆の西向きの低断層崖をもつ.露頭

(口絵参照)からは東側隆起の典型的た逆断層であること

がわかる･構造的には浅海川向斜の西翼部にあたり周

辺の地層は全体に東に傾斜している･また高い段丘

面ほど大きく変位しているたど変位の累積が認められ
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第2図

片貝断層群の露頭(小千谷市片貝西方)

第3図

鳥越断層に沿う正断層群(三島町七日市西方)

形をつくる｡

段丘堆積物が傾斜不整合でのり

断層で切られている(第2図).

中では層理面に平行で

悠久山断層

長岡市の東部東山背斜の西翼にほぼ直立した地層

の境界に沿って北北東一南南西方向のリニアメントがみ

られる､リニアメントの連続する部分は約5㎞で

南方延長上では段丘面上に東向きの低断層崖が認めら

れる.東落ちの活断層であると推定できるが露頭で

は顕著た断層はみられず直立Lた地層の層理面がすべ

っているものと解釈できる.南部では断層の分布が断

続的にたりやや低角の逆断層と考えられる.

鳥越断層

活断層研究会(1980)｢日本の活断層｣によれば長岡

市北西の丘陵縁辺には北東一南西にのびる活断層が記載

されている.しかL露頭条件が悪く断層の全体像は

はっきりしない.三島町七日市西方でみられる露頭で

は直立～逆転した地層に東落ちの正断層群が発達する

(第3図).そのほかの場所でも地層は平野に覆いか

ぶさるように逆転Lている.

岩田背斜軸部の断層

長岡市西部の長岡ニュｰタウンでは造成に際して岩

田背斜の露頭が現れた.背斜軸部には軸にほぼ平行た

る.断層の中央部では｡.1m/10呂年の平均

変位速度が求められている.

片貝断層群

越路町来迎寺から南に小千谷市にかけて

段丘上に南北方向のリニアメントが分布す'

る･これらは段丘崖に平行に数本認められ

それぞれ長さは500m-1㎞で浅い溝状の地

露頭では60｡以上東に急斜する地層に

段丘堆積物は西落ちの

この断層は下位の地層

層理面すべりの形態を示す.�
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第5図

摺曲にともたう断層のタイプ

鳥越断層沿いの正断層

2組の共役た正断層がみられ中央がグラｰベソ状に約

2m落ちこんでいる(第4図).この断層は地形からは

認められず活断層か否かは明らかでたい.しかL岩

田背斜は段丘をも変形させる活摺曲である.

ム摺曲にともなう断層のメカニズム

YEATS(1986)はニュｰシｰラ:■ドにおける活断層

の例より榴曲にともなう断層としてF1exura1-s1ip

fau1tsとBending-momentfau1tsの2つのタイプを考

えた.F1exura1-s1ipfau1tsというのは第5図に示

したように摺曲の進行にともなって摺曲の内側と外側

の間に層理面すべりが発生しそれが地表に現れたもの

である.Bendin酢momentfaultsというのは摺曲

の凹部と凸部にそれぞれ水平方向の圧縮と引張の力がは

たらきそれによって凹部で逆断層凸部で正断層が発

生するというものである.

長岡市周辺では厚い第三系･第四系に摺曲が発達して

おり先に紹介した各断層の形態からそれぞれの断層

は摺曲運動にともたって発生したものと考えられる･

片貝断層群･悠久山断層の北部は層理面すべりを示す

その形態からF1exura1-s1ipfau1tsであると推定できる.

一方岩田背斜軸部の断層は共役た正断層であり背斜部

に生じる引張応力によるBending-momentfau1tsにほ

ぼ違いたい･親沢断層は東側の向斜軸の位置と形態

がはっきりLたいがおそらく向斜翼部に生じる圧縮応

力によるBending-momentfau1tsであろう.鳥越断

層に沿う正断層群についてはどちらのタイプにもあた

らず過度の摺曲により不安定にたった地層が重力によ

って滑落したテクトニックた地すべりとでも言えそう

たものと考えている､

5.活断層としての意義

YEATs(1986)はこのような摺曲にともなう断層自

体は欠きた地震を起こさず周辺の地震活動に連動して

運動していると考えている.長岡市周辺の過去の大地

震についてみると1927年の関原地震(M=5.3)および

1961年の長岡地震(M=5.2)では背斜軸に沿って隆起

がみられたが地表に断層は現れたかった.これらの

地震の震源は地表近くのごく浅いところと推定されてい

るが地震時の変動が榴曲を成長させる方向であること
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からこれらの震源断層はF1exural-s1ipfau1tsや

Bending-momentfau1tsではたく地下に覆在する別

の断層と考えられる.そもそも断層の形態から言って

刑exura1-s1ipfau1tsやBending-momentfau1tsは被

覆層の中に発生し基盤岩まで達したいものである.

したがってF1exura1-s1ipfau1tsやBending-moment

fau1ts自体は地震を発生させるエネルギｰを持つとは考

えにくい.また今までには地表での断層のクリｰプ

運動も知られていたいことからこれらの断層はおそら

く周辺の大地震にともなって動くいわゆる｢おつきあ

い断層｣であろうと考えられる.したがって今後

ユ927年1961年と同規模かそれ以上の地震が起こったと

きに二次的にこれらの断層が活動する可能性が高い.

このようた活摺的地帯の活断層の評価は以上の点をふ

まえて地表に現れた断層の活動度評価だけでなく地

下に覆在する大断層を想定して総合的に行うべきであろ

う.

6.おわりに

活断層と一口に言っても基盤岩の中を走る長さ数10

㎞の大断層もあれば被覆層の中に生じたわずか1㎞

前後の断層までさまざまたものがある.それぞれの断

層の形態によって発生する地震の規模や周期にも違い

が生じるのは当然である･これからは断層の形態に見

合った活動評価が必要にたるだろう.

文献

早津賢二･新井房夫(1982)信濃川下流地域(新潟県小千谷市

付近)における河成段丘群の形成年代と段丘面の変位速度.

地理評55,130-138.

飯川健勝･鈴木尉元(1976)新潟県小千谷市周辺の地形と水準

点変動との関係について.新潟大地鉱研究報告N0.4,

���

活断層研究会(1980)日本の活断層.東京大学出版会,363

P･

佔�央������浯癥浥������兵慴敲�

�特���敲��潭��敦�浥�敲牡捥���楮

NortheastemJapan.〃切払乃肌Gω工Gθogれ,40,41-

��

���刮�����唱瑳����潦漱摩湧��

examp1esfromNewZealand.Ro火Soα!〉1舳Zθα1α〃

3〃1瓦,24,273-292｡

吉岡敏和･加藤槙一(1987)新潟県長岡市南西親沢町におけ

る活断層露頭および断層変位地形.地質雑93,361-367.

最近中国で発見された新鉱床

岸本文男(地質相談所)
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福建省で超大型高品質カオリン鉱床

福建省関西地質大隊は竜岩県東官で超大型高品質のカ

オリン鉱床を探査試錐によって把握･確認Lた.同鉱

床の鉱量はその西部だけで5,000万tに達している.

この鉱床の鉱石は鉄とチタンの含有率が低く天然の

白度が高く製紙塗料充填材高級陶磁器原料だと

の生産に用いることができる.鉱床西部の主鉱体の賦

存深度は浅く露天掘に適している.現在すでに全

国12の非金属鉱輸出品生産地の一つに挙げられている.

(中国地質報1987.11.23)

揚子江中･下流地域のゴッサン型金鉱床

鉄ゴッサン型金鉱床は大型銅･硫化鉄鉱鉱床上部の酸

化帯に発達Lている.鉱石の鉱物組成組織と構造の

特徴によれぱおおむね次の4鉱石帯に区分する事がで

きる.

溶脱帯:これは地表付近に分布L厚さが10余mであ

る.主として針鉄欽と水針鉄鉱からたり金含有率

は500ppb以上銀含有率は149/tである.

1988年11月号

酸化帯:これが主た合金帯で厚さが約6mである.

針鉄鉱と赤鉄鉱からたり金含有率は4,000ppb以上

銀の含有率は2009/tである.

半酸化帯:厚さが約4mで黄鉄鉱赤鉄鉱だとの組

み合せから次る.金の含有率は600ppb以上銀の平

均含有率は2009/tに達している.

初生鉱石帯:これは半酸化帯の下位にあって漸移す一

る.鉱石の金･銀品位はまた高くなる.

すでに鉱画が明らかになった金鉱体は主として層状

ないLレンズ状を呈し鉱化帯の延長は700mに達して

いる.電子顕微鏡を用いた研究によれば微粒の自然

金が黄鉄鉱中に不均等に分布し多くが球状たいし不規

則た形を示L黄銅鉱中にも微粒の自然金が見られ褐

鉄鉱の孔隙中にも自然金が多い.

この一つの金鉱床タイプの発見は人々に揚子江申･

下流地方の硫化鉱床酸化帯中の鉄ゴッサンを再認識する

よう語りかげているのである.

上凍(中国地質報1986.1･17)�


